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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 原 孝士    副会長／ 高砂 明弘

幹事／ 田中 浩史   会計／ 大谷 孝 

■■■ 例会プログラム 

例会日 卓話者 演題 

4 月 23 日 地区協議会出席者 地区協議会報告 

4 月 30 日   休 会  

5 月 7 日 地区協議会出席者 地区協議会報告 

5 月 14 日 ひらたＣＡＴＶ 高橋 正樹 様  

■■■ 出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率 

40 30  10 (3) 81.08 % 81.08 % 

■■■ 欠席者 

黒田／園山／木佐／堀江／園／三代／河原 

 （石原恵／吾郷／山根） 

■■■ 来訪者 

な し 

■■■ MU 

4/19 原孝・福田・原光・飯塚詔・伊藤・釜屋・加藤喜・黒田・牧野・ 

大谷・佐々木・田中久・田中浩・田中祥・内田 （記念植樹） 

4/19 高砂・河原・飯塚大・石原輝・加藤昇・持田・小村・恒松 

 （地区協議会）   

*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 

（5 月 14 日） 福田磨寿穂 ／平野順一／堀江卓男 

■■■ 近隣クラブ例会情報  （メークアップを考えましょう） 

   （出雲）                 （松江）  赤文字 例会変更 

月 出雲中央ＲＣ 5/11 月 松江南ＲＣ 4/27 

火 出雲ＲＣ  火 松江しんじ湖ＲＣ  

水 
大社ＲＣ 4/29（休） 

5/6（休） 5/13 
水 松江ＲＣ  

  木 
松江東ＲＣ 4/30（休） 

 5/7（休） 

金 出雲南ＲＣ 5/1（休）   

■■■ 会長挨拶 ■■■ 

－  記念植樹 － 

4 月19日（日）午前10時より植樹をしました。場所は十六島町、

風車番号Ｗ５付近です。日本一の風車が完成し、すでに発電稼働

しています。Ｗとは西を意味し20 基あり、Ｅとは東を意味し 6 基あり

ます。工事残土により出来た土地に植樹することになりました。 

当日は素晴らしい天気に恵まれ、平田ロータリークラブ会員 14 名、

合銀（平田支店、本店地域振興部）の皆さん 30 名、北浜自治会

長 山根さん、北浜コミセン センター長 渡部さん、区長の山根さん、

きんでんの土屋さん、ウインドファームの長谷川さん、出雲地区森林

組合の方 2 名の参加でした。植えた木は山桜 12 本、山桃 6 本、白

梅 7 本、紅梅 6 本、大紫つつじ 31 本、コクチナシ 20 本の合計 82

本。 

鹿の侵入を防ぐ網セットの内側に花 400 ホットが完成し見事な植

物園です。このような植樹が一般市民、各種団体に広がり、北浜地

区全体が緑で覆われることを希望します。もともと、この地区には黒

松は繁茂しており、その養分が海に流れ、有名な十六島ノリの繁殖

に役立っていましたが、松くい虫で黒松は全滅、風車工事により山が

一層荒れました。 

このような状態の中、われわれが唱える「環境保全」として、「風車、

森、海」の調和したみどり豊かな北浜地区になるよう願っています。 

平田ロータリークラブ 35 周年の記念として植樹はこのように無事終わ

りました。感謝！ 

■■■ 幹事報告 ■■■ 

１．葛尾ガバナー・エレクト、古満次期地区代表幹事様より 4/19 地区協議

会出席へのお礼状をいただきました。 

２．例会プログラム等でお知らせしております通り、次週 4/30(木) 当クラブ

例会は定款第 6 条により休会と致します。 

■■■ 委員会報告 ■■■ 

プログラム委員会 ： 5 月の例会予定の紹介 

■■■ スマイル ■■■ 

原孝 35 周年記念植樹、素晴らしい天気のもと、無事終わりました。

ありがとうございます。 

田中浩 4/26 新店をオープン致します。 

槇野 アタゴ写真館の新店舗の竣工をお祝い申し上げます。 

開店は 26 日 ご繁栄をお祈り致します。 

恒松 植樹 ありがとうございました。 

地区協議会ご出席ありがとうございました。 

女性の会 家内がお世話になりました。 

高砂 地区協議会、出席ご苦労様でした。 次年度よろしくお願い致

します。 植樹に出席された会員、ご苦労様でした。 

大島治 園遊会に出席致しました。 

黒田 大島卓爾先生、先日はありがとうございました。 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■ 

地区協議会報告 

会長部門                       高砂明弘 

カウンセラーに鳥居ガバナー、リーダーに葛尾エレクトのもと会議が始まりました。

まずアンケートの内容、回答について発表 

○ クラブ運営方針 

会員の増強、会員の親睦 

○ クラブ主要プロジェクト 

地域に密着した活動   地球温暖化に対する活動  植樹 

地域と整合性  外国との姉妹都市  命の電活  

インターアクトの育成  留学生の育成  その他 

○ 会員増強維持への取り組み 

ロータリーのパンフレットを作成して配る 

１～２名の増強に目標をもつ 

 

クラブテーマ 「 環境 」  



 

○ 地区目標への取り組み 

各クラブとも地区に対して前向きに協力する 

○ ＲＩ Ｒ財団に対する意見や要望 

財団からの情報を提供して欲しい 

募金活動は程々で 

 

最後、ＲＩのテーマ ： 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」 

ロータリーは、クラブに始まりクラブに終わる。 

個々のロータリアンは誇り高き専門職業を有し、その職業を天職と心得、高

い倫理性を以って、職業を通じて社会に奉仕する。 

 

 

 

幹事部門                       小村益造 

事前におこなわれたアンケートに対する回答により会議が進められました。 

＜部門別会議＞ 

  倉敷ロータリークラブ （会員増強） 

    地元の若い方（40 歳代）に良い反応なし、クラブ内でリストアップして

継続してお願いする。長期的目標 

    新旧会員全体でフォローアップし、ロータリーの内容を教える。 

  岡山南ロータリークラブ （ｍａｘ 会員数） 

    その時の会長の家 ― 楽しいロータリー、参加する、うちとける。 

  津山ロータリークラブ 

    会員懇談会を月に1 回実施 ― 会員増強について特に話はない、 

フォーラムの開催。 

  副リーダー （岡山西南ＲＣ） 

    フレッシュマン ― 新しい会員の人材リストの提供（若手中心） 

    入会審査 ― 委員長面接 3 年間退会しない旨の誓約書 

    クラブ入会案内パンフレット 

＜全体会議＞ 

  ロータリーの基本 

    小林ノミニー 

旧来の殻を破り 安定運営 

ロータリーの価値観のアップ 

皆様の思いを頂戴する 

    伊藤次期代表幹事 （ロータリー歴 35 年） 

ロータリーをこよなく愛している 

恩返しをしたい！ 心は ｙｏuｎｇ である！ 

 

 

 

クラブ奉仕部門                    加藤 昇 

ア． 例会で歌われているロータリーソングは？ 

イ． 会員、ご夫人（家族）参加のプログラムは？ 

ウ． 会員が楽しく参加できるクラブ運営は？ 

エ． 新入会員のためのフォロー 

オ． 会員増強について 

 

 上記 5 つのテーマについて熱心な協議が行なわれ、特に オ については 

 2690 地区に於いても重要課題として各クラブで重点的に取り上げ増強に

努めて欲しいとの事。 

 

 

 

社会奉仕部門                         飯塚大幸 

（１） 地球温暖化についてのクラブの取り組み 

現在、割り箸を回収しリサイクルにあてている。これは木材輸入国の森林

資源の枯渇に拍車をかけ、かつリサイクルとしても効率は低い。よって、将来

はマイ箸（共有箸）を導入したい 

 

（２） 森・水を含む地域の環境保全への取り組み 

植樹を実施した。今後も樹木の成長に関わりを持ち続ける。平田地域の

山間部に日本最大級の風車群が建設された。その周辺への植樹は、山林と

海洋資源の荒廃を防ぎ、景観の美化に寄与する。 

 

（３） 地域の人々と取り組んで行われる社会奉仕事業 

植樹も地域の人々とともに為された。平田まつりにおける「献血運動」を毎

年開催している。今後、学校のトイレ掃除を先生、生徒、ＰＴＡとともに行い

たい。 

 

上記、3 つの設問のアンケート結果をもとに協議が進められた。 

 

各クラブとも、地域性を生かしたオリジナリティにあふれた活動をしているとこ

ろが多い。共通の傾向としては、まず森林にかかわる植樹、環境整備活動な

どが大変多かった。ユニークなものとしては、クラブで森を所有し、これを整備

しながら様々な活動に生かしているところがあった。 

 マイ箸を導入しているところは多く、マイ箸の導入を検討しているところはさら

に多く、トレンドを感じた。どのように定着させるかの工夫が必要であると感じ

た。 

 

 

 

 

 



■■■ 記念植樹   平成 21 年 4 月 19 日  ■■■   

北浜地区 十六島町 風車「Ｗ５」機付近にて 

 

風車「Ｗ５」脇の土地で植樹をおこなう 

 

北山山系に棲む鹿の侵入対策として金網フェンスで囲む 

 

植樹をおこなう会員 

 

 

 

 

 

「Ｗ４」風車を背景に 参加者全員で記念撮影 

（緑のジャンパーは山陰合同銀行の皆さん） 


